
JP 6442288 B2 2018.12.19

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１種の非イオン性モノマー（ａ）と少なくとも１種のカチオン性モノマー（
ｂ）との重合から得られる共重合体を含む増粘剤を含む毛髪処理組成物であって、
　前記非イオン性モノマー（ａ）が、式Ｉに対応する以下の構造
【化１】

（ｎは１～２５０であり、Ａは水素原子またはメチル基であり、ＺはＨまたは１～５個の
炭素原子を有するアルキル基である）のポリ（エチレングリコール）アクリレートおよび
／またはポリ（エチレングリコール）メタクリレートであり、
　カチオン性界面活性剤が分散したラメラ相を含み、かつ、アニオン界面活性剤を含まず
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、前記カチオン性モノマー（ｂ）が、四級化もしくは塩化アクリロイルオキシエチルトリ
アルキルアンモニウムおよび／またはメタクリロイルオキシエチルトリアルキルアンモニ
ウムである、洗い流さない、毛髪処理組成物。
【請求項２】
　前記カチオン性モノマー（ｂ）が、以下の式（ＩＩ）
【化２】

のメタクリロイルオキシエチルトリアルキルアンモニウム塩である、請求項１に記載の組
成物。
【請求項３】
　前記非イオン性モノマー（ａ）が、架橋剤または連鎖移動剤を考慮せず、ポリマーの０
．１～１５ｍｏｌ％を表す、請求項１または２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記カチオン性モノマーが、前記架橋剤または前記連鎖移動剤を考慮せず、ポリマーの
８５～９９．９ｍｏｌ％を表す、請求項１から３のいずれかに記載の組成物。
【請求項５】
　前記共重合体が、カチオン性および非イオン性モノマーの総量に対して５０～５，００
０重量ｐｐｍを構成する量の架橋剤と架橋している、請求項１から４のいずれかに記載の
組成物。
【請求項６】
　前記架橋剤が、メチレンビスアクリルアミド（ＭＢＡ）、エチレングリコールジアクリ
レート、ポリエチレングリコールジメタクリレート、ジアクリルアミド、シアノメチルア
クリレート、ビニルオキシエチルアクリレートもしくはメタクリレート、トリアリルアミ
ン、ホルムアルデヒド、グリオキサール、エチレングリコールジグリシジルエーテルなど
のグリシジルエーテル型の化合物、またはエポキシを含む群から選択される、請求項１か
ら５のいずれかに記載の組成物。
【請求項７】
　前記ポリマーが逆相重合により製造され、逆相エマルジョンの形態である、請求項１か
ら６のいずれかに記載の組成物。
【請求項８】
　前記逆相エマルジョンが、真空下で加熱して蒸留により過剰な水および有機溶媒を除去
することにより濃縮される、請求項７に記載の組成物の製造方法。
【請求項９】
　組成物の０．０１～５重量％の前記増粘剤を含む、請求項１から７のいずれかに記載の
組成物。
【請求項１０】
　２～６のｐＨを有する、請求項１から７および９のいずれかに記載の組成物。
【請求項１１】
　請求項１から７、９および１０のいずれかに記載の組成物を毛髪に施用する工程を含み
、前記組成物を洗い流さない、毛髪のコンディショニング方法。
【請求項１２】
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　前記組成物が、使用者が夜寝る前に毛髪に施用される、請求項１１に記載の毛髪のコン
ディショニング方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、レオロジーが改善した毛髪処理組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　コンディショニング組成物は、典型的には施用中に良好な感覚特性を維持するためのレ
オロジー改質剤を含む。例としてはＢＡＳＦから商業的に入手可能なＴｉｎｏｖｉｓ　Ｃ
Ｄ（登録商標）がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　低ｐＨ配合物は、損傷した毛髪繊維の内部補修を強く要求する。残念なことに、ポリマ
ーが電解質レベルの増加に感受性であるので、毛髪繊維補修処理のこの態様は、標準的レ
オロジー改質剤Ｔｉｎｏｖｉｓ　ＣＤ（登録商標）を含む組成物からは不可能である。感
受性は、製品の品質に有害な効果を有する粘度の低下として現れる。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　したがって、レオロジーが改善した、洗い流さない（ｌｅａｖｅ　ｏｎ）処理が依然と
して必要とされている。そのため、本発明は、少なくとも１種の非イオン性モノマー（ａ
）と少なくとも１種のカチオン性モノマー（ｂ）との重合から得られる共重合体を含む増
粘剤を含む毛髪処理組成物であって、非イオン性モノマー（ａ）が、メタクリルアミド、
Ｎ－イソプロピルアクリルアミド、Ｎ－メチロールアクリルアミド、Ｎ－ビニルホルムア
ミド、Ｎ－ビニルピリジン、Ｎ－ビニルピロリドン、２－ヒドロキシエチルアクリレート
、ポリ（エチレングリコール）アクリレートおよび／またはポリ（エチレングリコール）
メタクリレートからなる群から選択される毛髪処理組成物を提供する。
【０００５】
　好ましくは、非イオン性モノマー（ａ）は、ポリ（エチレングリコール）アクリレート
および／またはポリ（エチレングリコール）メタクリレートである。
【０００６】
　最も好ましくは、非イオン性モノマー（ａ）は、式Ｉに対応する以下の構造
【化１】

【０００７】
のＰＥＧ－メタクリレートである。
【０００８】
　ｎは１～２５０であり、ＺはＨまたは１～５個の炭素原子を有するアルキル基である。
【０００９】
　カチオン性モノマー（ｂ）は、四級化もしくは塩化アクリロイルオキシエチルトリアル
キルアンモニウムおよび／またはメタクリロイルオキシエチルトリアルキルアンモニウム
、ジアリルジメチルアンモニウムクロリド、アクリルアミドプロピルトリメチルアンモニ
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からなる群から選択される。
【００１０】
　好ましくは、カチオン性モノマー（ｂ）は、四級化もしくは塩化アクリロイルオキシエ
チルトリアルキルアンモニウムおよび／またはメタクリロイルオキシエチルトリアルキル
アンモニウムである。
【００１１】
　最も好ましくは、カチオン性モノマー（ｂ）は、以下の式（ＩＩ）
【化２】

【００１２】
のメタクリロイルオキシエチルトリアルキルアンモニウム塩である。
【００１３】
　好ましくは、非イオン性モノマーは、架橋剤または連鎖移動剤を考慮せず、ポリマーの
０．１～１５ｍｏｌ％を表す。
【００１４】
　好ましくは、カチオン性モノマーは、架橋剤または連鎖移動剤を考慮せず、ポリマーの
８５～９９．９ｍｏｌ％を表す。
【００１５】
　好ましくは、ポリマーは、カチオン性および非イオン性モノマーの総量に対して５０～
５．０００重量ｐｐｍを構成する量の架橋剤と架橋している。
【００１６】
　架橋剤は、メチレンビスアクリルアミド（ＭＢＡ）、エチレングリコールジアクリレー
ト、ポリエチレングリコールジメタクリレート、ジアクリルアミド、シアノメチルアクリ
レート、ビニルオキシエチルアクリレートもしくはメタクリレート、トリアリルアミン、
ホルムアルデヒド、グリオキサール、エチレングリコールジグリシジルエーテルなどのグ
リシジルエーテル型の化合物、またはエポキシを含む群から選択される。
【００１７】
　連鎖移動剤が本発明の共重合体の重合に使用され得る。連鎖移動剤は、好ましくは次亜
リン酸ナトリウムなどのリン酸塩型連鎖移動剤、メタノールもしくはイソプロパノールな
どの低級アルコール、２－メルカプトエタノールなどのチオール系連鎖移動剤、および上
記剤の混合物を含む群から選択される。
【００１８】
　本発明の好ましい実施形態は、
（ａ）０．１～１５ｍｏｌ％の式Ｉに対応する以下の構造
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【化３】

【００１９】
（ｎは１～２５０であり、ＺはＨまたは１～５個の炭素原子を有するアルキル基である）
のＰＥＧメタクリレートと、
（ｂ）８５～９９．９ｍｏｌ％の以下の式（ＩＩ）
【化４】

【００２０】
のメタクリロイルオキシエチルトリアルキルアンモニウム塩と
の重合から得られる共重合体である。
【００２１】
　本発明のより好ましい実施形態は、
（ａ）０．１～１５ｍｏｌ％の式Ｉに対応する以下の構造

【化５】

【００２２】
（ｎは１～２５０であり、ＺはＨまたは１～５個の炭素原子を有するアルキル基である）
のＰＥＧメタクリレートと、
（ｂ）８５～９９．９ｍｏｌ％の以下の式（ＩＩ）
【化６】
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【００２３】
のメタクリロイルオキシエチルトリアルキルアンモニウム塩と、
（ｃ）５０～５．０００ｐｐｍ（非イオン性およびカチオン性モノマーの総量に基づく）
の架橋剤と
の重合から得られる共重合体である。
【００２４】
　本発明によると、使用される水溶性ポリマーは、特定の重合法の開発を要しない。これ
らのポリマーは、当業者に周知の全ての重合技術（溶液重合、懸濁重合、ゲル重合、沈殿
重合、噴霧乾燥ステップが続くまたは続かない乳化重合（水性もしくは逆相）、懸濁重合
、沈殿ステップが続くまたは続かないミセル重合）により得られ得る。
【００２５】
　本発明の１つの有利な態様によると、ポリマーは、例えば、米国特許第４，０５９，５
５２号明細書に一般的に記載されている逆相重合により製造される。
【００２６】
　逆相乳化重合法は通常、以下のステップ：
Ａ）モノマーおよび／または架橋剤および／または移動剤ならびに乳化剤（前記乳化剤は
、鉱油、合成油、植物油、シリコーン油およびこれらの混合物を含む群から選択される油
などの疎水相中で、好ましくは３～８の範囲、より好ましくは４～６の範囲のＨＬＢ値を
有するべきである）を含有する水溶液の油中水型エマルジョンを形成するステップと；
Ｂ）反応を開始するためのフリーラジカル生成触媒を使用し、且つ、反応混合物の温度を
制御することによってもよい、前記モノマーを重合してポリマーエマルジョンを形成する
ステップと
を含む。
【００２７】
　本発明により得られた逆相エマルジョンポリマー組成物は、約２５～約７５重量％の活
性ポリマー濃度を有し得る。
【００２８】
　本発明による逆相エマルジョン組成物は、最大約５重量％までの濃度の転相界面活性剤
（ｉｎｖｅｒｔｉｎｇ　ｓｕｒｆａｃｔａｎｔ）をさらに含んでもよい。転相界面活性剤
は、ポリマーの水への溶解を改善することができる。適当な転相界面活性剤は、少なくと
も約１０、好ましくは１０～２０のＨＬＢを有するものであり、約１０～約１５のＨＬＢ
が最も好ましい。特に適しているのは、非イオン性転相界面活性剤である。典型的な「転
相剤（ｉｎｖｅｒｔｉｎｇ　ａｇｅｎｔ）」としては、脂肪族アルコールエトキシレート
、脂肪酸エステル－ソルビタン－ポリエチレングリコール－グリセロール、アルキルポリ
グルコシド等が挙げられる。ジメチコンコポリオールなどの特定のシリコーン化合物も使
用され得る。
【００２９】
　本発明によると、全ての既知の技術により、ポリマーを（真空下で加熱して蒸留により
過剰な水および有機溶媒を除去することにより）濃縮または単離することも可能である。
特に、可溶性ポリマーエマルジョンまたは水中で膨潤するものに基づいて粉末を得る多く
の方法が存在する。これらの方法は、エマルジョンの他の構成成分から活性物質を単離す
ることを含む。このような方法には、アセトン、メタノールおよび他の極性溶媒などの非
溶媒媒体中での沈殿：その後、単純な濾過により、ポリマー粒子の単離が可能になる、粒
子の乾燥を行う前に濾過により容易に単離される凝集体を得ることを可能にする凝集化剤
および安定化ポリマーの存在下での共沸蒸留、「噴霧乾燥」または制御された期間、熱気
流中で多数のエマルジョン微細液滴を作成することからなる微粒化もしくは粉砕による乾
燥が含まれる。
【００３０】
　本発明はその具体的な実施形態に関して記載されてきたが、本発明の精神および範囲か
ら逸脱することなく、多くの修正、強化および／または変更を達成することができること
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が当業者により認識されるであろう。
【００３１】
　好ましくは、組成物は、０．０１～５重量％の組成物、より好ましくは０．１～１重量
％、最も好ましくは０．１５～０．３重量％の組成物を含む。
【００３２】
　本発明による組成物は、好ましくは洗い流さないコンディショニング組成物である。コ
ンディショニング組成物により、コンディショニング利点を提供しながら毛髪を洗浄する
ことを第１の目的とする組成物と対照的に、毛髪などのケラチン繊維をコンディショニン
グすることを第１の目的とする組成物が意味される。したがって、組成物が５重量％未満
のアニオン性界面活性剤、より好ましくは５重量％未満の洗浄界面活性剤を含むことが好
ましい。より好ましくは、組成物は、３重量％未満のアニオン性界面活性剤、さらにより
好ましくは３重量％未満の洗浄界面活性剤を含み、特に好ましくはアニオン性界面活性剤
を含まない。
【００３３】
　洗い流さない組成物により、組成物が毛髪に施用され、洗い流されないことが意味され
る。典型的には、組成物は、使用者が夜寝る前に毛髪に施用される。
【００３４】
　本発明による組成物は、０．００１～５重量％のコンディショニング活性剤、より好ま
しくは０．１～４．０重量％のコンディショニング活性剤を含む。
【００３５】
　好ましくは、組成物は、酸中和アミドアミン界面活性剤、脂肪族アルコールおよびコン
ディショニングシリコーンから選択されるコンディショニング活性剤を含む。
【００３６】
　好ましくは、酸中和アミドアミン界面活性剤は、一般式：
Ｒ１－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－Ｒ２－Ｎ（Ｒ３）（Ｒ４）
（式中、Ｒ１は１２～２２個の炭素原子を有する脂肪酸鎖であり、Ｒ２は１～４個の炭素
原子を含有するアルキレン基であり、Ｒ３およびＲ４は独立に、１～４個の炭素原子を有
するアルキル基である）のものである。
【００３７】
　好ましくは、酸中和アミドアミン界面活性剤は、ステアルアミドプロピルジメチルアミ
ン、ステアルアミドプロピルジエチルアミン、ステアルアミドエチルジメチルアミン、ス
テアルアミドエチルジエチルアミン、パルミトアミドプロピルジメチルアミン、ベヘンア
ミドプロピルジメチルアミン、ミリスタミドプロピルジメチルアミン、オレアミドプロピ
ルジメチルアミン、リシノールアミドプロピルジメチルアミンおよび混合物から選択され
る。
【００３８】
　好ましくは、本発明による組成物は、０．５重量％未満のカチオン性界面活性剤を含む
。より好ましくは、本発明による組成物は、０．２重量％未満のカチオン性界面活性剤を
含む。
【００３９】
　好ましくは、本発明による組成物は、０．５重量％未満、より好ましくは０．２重量％
未満のセチルトリメチルアンモニウムクロリド、ベヘニルトリメチルアンモニウムクロリ
ド、セチルピリジニウムクロリド、テトラメチルアンモニウムクロリド、テトラエチルア
ンモニウムクロリド、オクチルトリメチルアンモニウムクロリド、ドデシルトリメチルア
ンモニウムクロリド、ヘキサデシルトリメチルアンモニウムクロリド、オクチルジメチル
ベンジルアンモニウムクロリド、デシルジメチルベンジルアンモニウムクロリド、ステア
リルジメチルベンジルアンモニウムクロリド、ジドデシルジメチルアンモニウムクロリド
、ジオクタデシルジメチルアンモニウムクロリド、タロートリメチルアンモニウムクロリ
ド、ココトリメチルアンモニウムクロリドおよびこれらの対応する水酸化物から選択され
るカチオン性界面活性剤を含む。さらに適当なカチオン性界面活性剤としては、ＣＴＦＡ
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名称クオタニウム－５、クオタニウム－３１およびクオタニウム－１８を有する材料が挙
げられる。
【００４０】
　本発明のコンディショナーは、有利には脂肪族アルコール材料を組み込む。コンディシ
ョニング組成物における脂肪族アルコール材料とカチオン性界面活性剤との併用は、カチ
オン性界面活性剤が分散したラメラ相の形成をもたらすので特に有利であると考えられる
。
【００４１】
　代表的な脂肪族アルコールは、８～２２個、より好ましくは１６～２０個の炭素原子を
含む。適当な脂肪族アルコールの例としては、セチルアルコール、ステアリルアルコール
およびこれらの混合物が挙げられる。これらの材料の使用も、これらの材料が本発明の組
成物のコンディショニング特性全体に寄与するという点で有利である。
【００４２】
　本発明のコンディショナー中の脂肪族アルコール材料の濃度は、好都合には組成物の０
．０１～５重量％、好ましくは０．１～３重量％である。
【００４３】
　シリコーンは、本発明の毛髪処理組成物中の特に好ましい成分である。特に、本発明の
コンディショナーは、好ましくはコンディショニング性能を強化するためにシリコーンの
乳化粒子も含む。シリコーンは、組成物の水性マトリックスに不溶性であるので、乳化型
で存在し、シリコーンは分散粒子として存在する。
【００４４】
　適当なシリコーンとしては、ポリジオルガノシロキサン、特に、ＣＴＦＡ名称ジメチコ
ンを有するポリジメチルシロキサンが挙げられる。同様に本発明の組成物における使用に
適しているのは、ＣＴＦＡ名称ジメチコノールを有する、ヒドロキシル末端基を有するポ
リジメチルシロキサンである。同様に本発明の組成物における使用に適しているのは、例
えば、国際公開第９６／３１１８８号パンフレットに記載されている、わずかな架橋度を
有するシリコーンガムである。これらの材料は、毛髪に密度、ボリュームおよびスタイリ
ングしやすさ（ｓｔｙｌａｂｉｌｉｔｙ）ならびに良好な濡れたおよび乾燥したコンディ
ショニングを与えることができる。
【００４５】
　乳化シリコーン自体（エマルジョンでも、最終的な毛髪コンディショニング組成物でも
ない）の粘度は、典型的には少なくとも１０，０００ｃｓｔである。概して、本発明者ら
は、粘度の増加と共にコンディショニング性能が増加することを見出した。したがって、
シリコーン自体の粘度は、好ましくは少なくとも６０，０００ｃｓｔ、最も好ましくは少
なくとも５００，０００ｃｓｔ、理想的には少なくとも１，０００，０００ｃｓｔである
。好ましくは、粘度は、配合しやすさのために１０９ｃｓｔを超えない。
【００４６】
　本発明のコンディショナーに使用するための乳化シリコーンは、典型的には３０ミクロ
ン未満、好ましくは２０ミクロン未満、より好ましくは１０ミクロン未満の組成物中での
平均シリコーン粒径を有する。本発明者らは、粒径を減少させることにより、概してコン
ディショニング性能が改善することを見出した。最も好ましくは、組成物中の乳化シリコ
ーンの平均シリコーン粒径は、２ミクロン未満、理想的には０．０１～１ミクロンに及ぶ
。０．１５ミクロン以下の平均シリコーン粒径を有するシリコーンエマルジョンは、一般
的にマイクロエマルジョンと呼ばれる。
【００４７】
　粒径は、Ｍａｌｖｅｒｎ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ製の２６００Ｄ　Ｐａｒｔｉｃｌｅ
　Ｓｉｚｅｒを使用して、レーザー光散乱技術によって測定され得る。
【００４８】
　本発明に使用するのに適したシリコーンエマルジョンは、予備乳化型でも商業的に入手
可能である。
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【００４９】
　適当な事前形成エマルジョンの例としては、全てＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇから入手可能
な、エマルジョンＤＣ２－１７６６、ＤＣ２－１７８４ならびにマイクロエマルジョンＤ
Ｃ２－１８６５およびＤＣ２－１８７０が挙げられる。これらは全てジメチコノールのエ
マルジョン／マイクロエマルジョンである。架橋シリコーンガムも、配合を容易にするの
に有利な予備乳化型で入手可能である。好ましい例には、架橋ジメチコノールガムのエマ
ルジョンであるＤＣ　Ｘ２－１７８７としてＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇから入手可能な材料
がある。さらに好ましい例には、架橋ジメチコノールガムのマイクロエマルジョンである
ＤＣ　Ｘ２－１３９１としてＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇから入手可能な材料がある。
【００５０】
　本発明のコンディショナーに含めるためのさらに好ましいクラスのシリコーンは、アミ
ノ官能性シリコーンである。「アミノ官能性シリコーン」により、少なくとも１個の一級
、二級もしくは三級アミン基、または四級アンモニウム基を含有するシリコーンが意味さ
れる。
【００５１】
　適当なアミノ官能性シリコーンの例としては、以下が挙げられる：
（ｉ）ＣＴＦＡ名称「アモジメチコン」および一般式：
ＨＯ－［Ｓｉ（ＣＨ３）２－Ｏ－］ｘ－［Ｓｉ（ＯＨ）（ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－ＮＨ－Ｃ
Ｈ２ＣＨ２ＮＨ２）－Ｏ－］ｙ－Ｈ
（式中、ｘおよびｙは、一般的にポリマーの分子量が約５，０００～５００，０００の間
となるようなポリマーの分子量に依存する数である）
を有するポリシロキサン。
【００５２】
（ｉｉ）一般式：
Ｒ’ａＧ３－ａ－Ｓｉ（ＯＳｉＧ２）ｎ－（ＯＳｉＧｂＲ’２－ｂ）ｍ－Ｏ－ＳｉＧ３－

ａ－Ｒ’ａ

（式中、ＧはＨ、フェニル、ＯＨまたはＣ１～８アルキル、例えば、メチルから選択され
；
ａは０または１～３の整数、好ましくは０であり；
ｂは０または１、好ましくは１であり；
ｍおよびｎは（ｍ＋ｎ）が１～２０００、好ましくは５０～１５０に及び得るような数で
あり；
ｍは１～２０００、好ましくは１～１０の数であり；
ｎは０～１９９９、好ましくは４９～１４９の数であり、
Ｒ’は式－ＣｑＨ２ｑＬ（式中、ｑは２～８の数であり、Ｌは以下：
－ＮＲ’’－ＣＨ２－ＣＨ２－Ｎ（Ｒ’’）２

－Ｎ（Ｒ’’）２

－Ｎ＋（Ｒ’’）３Ａ－

－Ｎ＋Ｈ（Ｒ’’）２Ａ－

－Ｎ＋Ｈ２（Ｒ’’）Ａ－

－Ｎ（Ｒ’’）－ＣＨ２－ＣＨ２－Ｎ＋Ｈ２（Ｒ’’）Ａ－

（式中、Ｒ’’はＨ、フェニル、ベンジルまたは飽和一価炭化水素基、例えば、Ｃ１～２

０アルキルから選択され；
Ａはハロゲンイオン、例えば、塩素イオンまたは臭素イオンである）
から選択されるアミノ官能基である）の一価基である）
を有するポリシロキサン。
【００５３】
　上記式に対応する適当なアミノ官能性シリコーンとしては、以下に示され、本発明の組
成物に有用となるのに十分水不溶性である「トリメチルシリルアモジメチコン」と呼ばれ
るポリシロキサンが挙げられる：
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Ｓｉ（ＣＨ３）３－Ｏ－［Ｓｉ（ＣＨ３）２－Ｏ－］ｘ－［Ｓｉ（ＣＨ３）（Ｒ－ＮＨ－
ＣＨ２ＣＨ２ＮＨ２）－Ｏ－］ｙ－Ｓｉ（ＣＨ３）３

（式中、ｘ＋ｙは約５０～約５００の数であり、Ｒは２～５個の炭素原子を有するアルキ
レン基である）。好ましくは、数ｘ＋ｙは約１００～約３００の範囲にある。
【００５４】
　（ｉｉｉ）一般式：
｛（Ｒ１）（Ｒ２）（Ｒ３）Ｎ＋ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２Ｏ（ＣＨ２）３［Ｓｉ（Ｒ４

）（Ｒ５）－Ｏ－］ｎ－Ｓｉ（Ｒ６）（Ｒ７）－（ＣＨ２）３－Ｏ－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）
ＣＨ２Ｎ＋（Ｒ８）（Ｒ９）（Ｒ１０）｝（Ｘ－）２

（式中、Ｒ１およびＲ１０は同じであっても異なっていてもよく、独立に、Ｈ、飽和また
は不飽和長鎖または短鎖アルキ（ケニ）ル、分枝鎖アルキ（ケニ）ルおよびＣ５～Ｃ８環
系から選択されてもよく；
Ｒ２～Ｒ９は同じであっても異なっていてもよく、独立に、Ｈ、直鎖または分枝鎖低級ア
ルキ（ケニ）ルおよびＣ５～Ｃ８環系から選択されてもよく；
ｎは約６０～約１２０の範囲内の数、好ましくは約８０であり、
Ｘ－は、好ましくは酢酸イオンであるが、代わりに例えば、ハロゲンイオン、有機カルボ
キシレート、有機スルホネートなどであってもよい）
を有する四級シリコーンポリマー。
【００５５】
　このクラスの適当な四級シリコーンポリマーは、欧州特許第０５３０９７４号明細書に
記載されている。
【００５６】
　本発明のコンディショナーに使用するのに適したアミノ官能性シリコーンは、典型的に
は約０．１～約８．０モル％、好ましくは約０．１～約５．０モル％、最も好ましくは約
０．１～約２．０モル％の範囲のモル％アミン官能性を有する。本発明者らは、あまりに
アミン濃度が高いと、全体のシリコーン堆積、それゆえコンディショニング性能に有害と
なり得ることを見出したので、一般に、アミン濃度は約８．０モル％を超えるべきではな
い。
【００５７】
　アミノ官能性シリコーンの粘度は特に重要ではなく、適切には約１００～約５００，０
００ｃｓｔに及び得る。
【００５８】
　本発明に使用するのに適したアミノ官能性シリコーンの具体的な例には、アミノシリコ
ーン油ＤＣ２－８２２０、ＤＣ２－８１６６、ＤＣ２－８４６６およびＤＣ２－８９５０
－１１４（全てＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ製）ならびにＧＥ１１４９－７５（Ｇｅｎｅｒａ
ｌ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃ　Ｓｉｌｉｃｏｎｅｓ製）がある。
【００５９】
　同様に適しているのは、非イオン性および／またはカチオン性界面活性剤を含むアミノ
官能性シリコーンのエマルジョンである。
【００６０】
　適切には、このような事前形成エマルジョンは、３０ミクロン未満、好ましくは２０ミ
クロン未満、より好ましくは１０ミクロン未満の組成物中での平均アミノ官能性シリコー
ン粒径を有する。さらに、本発明者らは、粒径を減少させることにより、概してコンディ
ショニング性能が改善することを見出した。最も好ましくは、組成物中の平均アミノ官能
性シリコーン粒径は、２ミクロン未満、理想的には０．０１～１ミクロンに及ぶ。０．１
５ミクロン以下の平均シリコーン粒径を有するシリコーンエマルジョンは、一般的にマイ
クロエマルジョンと呼ばれる。
【００６１】
　アミノ官能性シリコーンの事前形成エマルジョンは、Ｄｏｗ　ＣｏｒｎｉｎｇおよびＧ
ｅｎｅｒａｌ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃなどのシリコーン油の供給業者からも入手可能である。
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具体的な例としては、ＤＣ９２９カチオン性エマルジョン、ＤＣ９３９カチオン性エマル
ジョン、ならびに非イオン性エマルジョンＤＣ２－７２２４、ＤＣ２－８４６７、ＤＣ２
－８１７７およびＤＣ２－８１５４（全てＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ製）が挙げられる。
【００６２】
　本発明に有用な四級シリコーンポリマーの例には、Ｇｏｌｄｓｃｈｍｉｄｔ製の材料Ｋ
３４７４がある。
【００６３】
　本発明の組成物に組み込まれるシリコーンの総量は、所望のコンディショニングの濃度
および使用される材料に依存する。好ましい量は全組成物の０．０１～約５重量％である
が、これらの値は絶対的ではない。下限は、コンディショニングを達成するための最小濃
度により決定され、上限は毛髪および／または皮膚を許容できないほど脂ぎらせるのを避
けるための最大濃度により決定される。
【００６４】
　本発明者らは、全組成物の０．３～４重量％、好ましくは０．５～３重量％のシリコー
ン総量が適した濃度であることを見出した。
【００６５】
　他の成分としては、粘度調整剤、保存剤、着色剤、グリセリンおよびポリプロピレング
リコールなどのポリオール、ＥＤＴＡなどのキレート剤、ビタミンＥアセテートなどの抗
酸化剤、芳香剤、抗菌剤および日焼け止めが挙げられ得る。これらの成分の各々は、その
目的を達成するのに有用な量で存在する。一般的に、これらの任意の成分は個々に、全組
成物の最大約５重量％までの濃度で含まれる。
【００６６】
　好ましくは、本発明の組成物は、毛髪ケアに適した補助剤も含有する。一般的に、この
ような成分は個々に、全組成物の最大２重量％まで、好ましくは最大１重量％までの濃度
で含まれる。
【００６７】
　数ある毛髪ケア補助剤の中でも適しているのは、以下である：
（ｉ）アミノ酸および糖などの天然毛根栄養素。適当なアミノ酸の例としては、アルギニ
ン、システイン、グルタミン、グルタミン酸、イソロイシン、ロイシン、メチオニン、セ
リンおよびバリンならびに／あるいはこれらの前駆体および誘導体が挙げられる。アミノ
酸は、単独で、混合物で、またはペプチド、例えば、ジペプチドおよびトリペプチドの形
態で添加され得る。アミノ酸はまた、ケラチンまたはコラーゲン加水分解物などのタンパ
ク質加水分解物の形でも添加され得る。適当な糖にはグルコース、デキストロースおよび
フルクトースがある。これらは、単独でまたは例えば、果実抽出物の形で添加され得る。
【００６８】
（ｉｉ）毛髪繊維利益剤（ｂｅｎｅｆｉｔ　ａｇｅｎｔ）。例としては以下が挙げられる
：
－繊維を保湿し、表皮完全性を維持するためのセラミド。セラミドは、天然源からの抽出
により、または合成セラミドおよび偽セラミド（ｐｓｅｕｄｏｃｅｒａｍｉｄｅ）として
入手可能である。好ましいセラミドは、Ｑｕｅｓｔ製のＣｅｒａｍｉｄｅ　ＩＩである。
Ｌａｂｏｒａｔｏｒｉｅｓ　Ｓｅｒｏｂｉｏｌｏｇｉｑｕｅｓ製のＣｅｒａｍｉｄｅｓ　
ＬＳなどのセラミドの混合物も適したものとなり得る。
【００６９】
－表皮補修および損傷予防のための遊離脂肪酸。例には、１８－メチルエイコサン酸およ
びこの系列の他の同族体などの分枝鎖脂肪酸、ステアリン酸、ミリスチン酸およびパルミ
チン酸などの直鎖脂肪酸、ならびにオレイン酸、リノール酸、リノレン酸およびアラキド
ン酸などの不飽和脂肪酸がある。好ましい脂肪酸はオレイン酸である。脂肪酸は、単独で
、混合物として、または例えば、ラノリンの抽出物から得られるブレンドの形で添加され
得る。
【００７０】
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【００７１】
　好ましくは、組成物は洗い流さないコンディショニング組成物である。
【００７２】
　好ましくは、本発明の組成物は、２～６、より好ましくは３～５のｐＨを有する。
【００７３】
　第２の態様では、毛髪をコンディショニングするための任意の先行する請求項による組
成物の使用が提供される。
【発明を実施するための形態】
【００７４】
　［実施例１］
【表１】

【００７５】
　［実施例２］
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【表２】

【００７６】
　［実施例３］
　低ｐＨ条件下でクリーム配合物を組み合わせる試験
　乳酸を使用して実施例１および２による配合物のｐＨを調整して５．５、５．０、４．
５、４．０、３．５および３．０（全て＋／－０．１５ｐＨ単位）の設定標的ｐＨ値を得
た。天然ｐＨを対照として使用した。
【００７７】
　レオロジー測定は全て鋸歯状カップおよびボブ幾何学を備えたＢｏｈｌｉｎ　Ｃ－ＶＯ
Ｒレオメータを使用して行った（Ｃ１４ＤＩＮ５３０１９）。使用したせん断速度の範囲
は０．００１秒－１～１０００秒－１であった。測定は２５℃で行った。
【００７８】
　カップおよびボブ鋸歯の先端の間の間隙は７００μｍであり、測定は「制御された速度
」モード（応力を連続的に調整して標的せん断速度に近い実際のせん断速度を達成する）
で行った。
【００７９】
　予備せん断を試料に印加せず、せん断速度を１０倍当たり８のポイント数の対数ステッ
プにおいて循環させた（アップ－ダウン－アップ）（循環の目的は、不可逆的せん断によ
り誘導される変化を確認することである）。
【００８０】
　第２の「アップ」周期からデータをとって一貫したベースラインを保証した。
【００８１】
　せん断速度対正規化粘度およびせん断－応力対正規化粘度プロットを作成して試料のレ
オロジー挙動を比較した。
【００８２】
　［実施例４］
　結果－天然ＰＱ－３７およびアクリレート
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【表３】

【００８３】
天然ＰＱ－３７およびアクリルアミド
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【表４】

【００８４】
ｐＨ５．５のＰＱ－３７およびアクリレート
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【表５】

【００８５】
ｐＨ５．５のＰＱ－３７およびアクリルアミド
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【表６】

【００８６】
ｐＨ５．０のＰＱ－３７およびアクリレート
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【表７】

【００８７】
ｐＨ５．０のＰＱ－３７およびアクリルアミド
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【表８】

【００８８】
ｐＨ４．５のＰＱ－３７およびアクリレート
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【表９】

【００８９】
ｐＨ４．５のＰＱ－３７およびアクリルアミド



(21) JP 6442288 B2 2018.12.19

10

20

30

【表１０】

【００９０】
ｐＨ４．０のＰＱ－３７およびアクリレート
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【表１１】

【００９１】
ｐＨ４．０のＰＱ－３７およびアクリルアミド
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【表１２】

【００９２】
ｐＨ３．５のＰＱ－３７およびアクリレート
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【表１３】

【００９３】
ｐＨ３．５のＰＱ－３７およびアクリルアミド
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【表１４】

【００９４】
ｐＨ３．０のＰＱ－３７およびアクリレート
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【表１５】

【００９５】
ｐＨ３．０のＰＱ－３７およびアクリルアミド
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【表１６】

【００９６】
　ｐＨが低下するにつれて、Ｔｉｎｏｖｉｓ　ＣＤに対するＰＱ－３７／アクリレートポ
リマーの降伏応力の明らかな上向きのシフトが存在する。
【００９７】
　以下のチャートは、対象となる調整ｐＨ値を示すせん断／応力対正規化粘度結果の簡易
図を表す。
【００９８】
　結論
　試験したレオロジーの全ての態様で、ＰＱ－３７／アクリルアミド共重合体（Ｔｉｎｏ
ｖｉｓ　ＣＤ）に対するＰＱ－３７／アクリレート共重合体の明確な利点が示されている
。
【００９９】
　系のｐＨを低下させることにより電解質が導入された場合でさえ、降伏応力が増加して
いる。
【０１００】
　基本的なせん断プロファイルは維持され、ＰＱ－３７／アクリレートポリマーについて
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